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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 製パン適性の高い小麦「ゆきちから」の多収・高品質化には幼穂形成期と出穂期の窒素追肥（通常各
0.3kg/a）が有効であるが、平成17年産から定められた項目別の目標値（パン用子実タンパク質含量11.5
～14.0%）を確実に満たすために追肥時に子実タンパク質含量を予測するための生育診断と、低下が予
測される場合の対応技術を開発した。 
 「ゆきちから」の子実タンパク質含量は、4月上旬の茎数と相関があり、さらに出穂期の茎数・葉色を加
えると予測精度が向上する。子実タンパク質含量が11.5%より低下すると予測されるとき、出穂期追肥量
を増量することで子実タンパク質含量が目標値に達する。 
   

(1) ゆきちからの子実タンパク含量は、4月上旬の茎数との相関が高い（図1、表1-①)。

(2) さらに出穂期の止葉葉色、出穂期の茎数を利用した②式により予測精度が高まる（表1)。

(3) 予測式から、4月上旬の茎数が1600本/㎡以下のとき、出穂期追肥0.3kg/aでは子実タンパク含
量が11.5%より低下すると予測されるが、追肥量を0.3kg/aより増量することで子実タンパク含量
を目標値にすることができる（図2）。

２ 期待される効果

 越冬後の生育が不足する場合に、「ゆきちから」のタンパク質含量を目標値以上に保つことによっ
て、ランク区分を達成でき、製パン適性の高い小麦の安定供給が図られる。

３ 適用範囲

 対象地域は福島県の中通り・浜通り地方とする。

４ 普及上の留意点

 適期播種、ドリル播種とし、施肥は基肥1.0kg/a、幼穂形成期追肥0.3kg/a、出穂期追  肥0.3kg/a
を前提とする。また、追肥量を増加することで赤かび病に対する感受性が高  まるため、適正防除
に努める。
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